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   珍しい絵を描いているが元になるものは何ですか？
と原稿を依頼されました。 

  はるか 35 年前になります。まだ円
が360円の時代でした。東京は新し
いビルが建ち、美しく清潔で輝かし
く、賑やかな高度成長期、ヨーロッ
パ思考が入りつつあり私もそうでし
た。そんな中機会がありインドネシ
アに、それはそれは日本の大正時
代にタイムスリップしたようなバリ島、
ジャワ島でした。 
現地の素朴な文化にいくつか触               

れてまいりました。ソロの奥地まで
行き電気もなくヤシ油のランプの中
で繰り広げられるめくるめく影絵の
物語、ふと後ろを振り向くと真っ暗な中、目だけがギョロ
ギョロ輝いていました。皆が楽しみにしていた影絵が上 

  

   

 

 

 

演されたのです。若かったのでしょうか逆カルチチャ―
ショックを受けインパクトが強かったよう
に思います。 
何年かたち、そういう気持ちを絵に

表現できないかと考えるようになり、描
き始めました。 

30年近くになりますが今は当初の気
負いもなく、少し幅広くとらえる事が出
来るようになって来たかなと思います。 
国によって環境、気候、文化等違い

は色々ですが、人は肌の色が違っても、
何処に住んでいても、変わりがないん
だと、同じ営みをしているのだという事
を実感します。 

これからも自分の範囲でしかありませんが、人間の営み
の妙、生活全般そんなことを目安に表現していきたいと思
っています。 

 

東京からは少々遠いけれど魅力的な美術館を紹介しま
す。スケッチを兼ねて行けば一石二鳥となります。 
 所在地長野県東御市八重原芸術村公園内℡0268－61
－6161 高速関越道から上信越へ入り東部湯の丸ＩＣより
約 20 分、浅間山を真正面に見ることのできる素晴らしい
場所です。 
 この美術館は梅野父子二代によって収集した作品が元
になって 1998年に開館されている。近代日本洋画の知ら
れざる名品、埋没した作家の傑作など夥（おびただ）しい作
品が収蔵されている。例えば一般的には知られていない
大正時代に前人未到の画風で孤高の画家と言われた抽
象作家伊藤久三郎、その画風はまさしく孤高で一切の余
分を廃し、見る人をキュンとさせる切なさで迫ってくる。ま
た同時代華々しき話題でにぎわせた菅野圭介、彼はいわ
ゆる色彩画家で天才的破滅型気質だったらしい。当時す
でに高名だった三岸節子との別居結婚で世間を驚かせ
たりした。夢見る色彩と言われる独特な半抽象表現は今
なお魅力的だ。そんな天才も晩年は凋落の憂き目にあい
53歳で世を去り世間から忘れ去られた。 

その全貌が近く（10月）この美術館で再び脚光を浴びる。 
隣接するふれあい館では “絵は絵自体の魅力こそす

べて” をモットーに有名ではないが個性的異色作家を紹
介展示している。 
 私たち埼玉西支部一行が訪問した時（6月）は四竈公子
氏の作品を展示していた。 四竈氏は埼玉県狭山市在住、
いわゆるフリー作家で個展を中心に発表をしている。1993
年頃から銀座でほぼ毎年個展を開催しているので知る人
ぞ知る画家である。今回梅野記念美術館主催で「風の孤
独」と銘打って大々的に紹介されていた。   
その画風はキャッチフレーズのごとく、孤独でやや暗い

が澄んでいて、風の吹きすさぶ風景画によく現れている。
入館料八百円月曜休館  

電車でのアクセス ：関東の場合 長野新幹線「上田」
でしなの鉄道へ乗り換え軽井沢方面行き「滋野」下車タク
シーで約20分（片道約2000円） バス路線はありません。 

関西方面の場合：名古屋から「特急しなの」利用「篠ノ
井」駅でしなの鉄道に乗り換え、以降関東からの場合と同
じ。（詳しくは当美術館のホームページをご覧ください） 

  

  

       

  

  

  

 ここは根津神社や古めかしい根津教会 そし

て下町風情なポイントが多い。スケッチをしな

がらふと思い出した。中尾会長先生が申された

言葉で『汝 なにゆえに絵を描くか ？』という

一言。この答え次の三つを申し上げたい。「何

よりも先ず描きたい。そして見せたい。実績とし

て残したい。」と。あとこれに理屈を付け加えれ

ば原稿用紙 3枚でも 4枚でも埋められる。 

それはともかく今描いているこのスケッチをし

っかり描き上げようと筆を進めた次第です。 

 

前号の誤植訂正  
のどけしや 酒房に画談 華が咲く の  「画談」が
「面談」になっていました。訂正してお詫びします。 

スケッチ・報告と予定

定定 
事業部 一柳 幸 

 水元公園夏木立 8月 11日（水） 

  

天気晴朗、素晴らしい夏雲でし

た。水豊かで広大な公園の緑は夏の

日に輝いて、印象派の絵を、そのま

ま見ているようでした。夏だから暑い

のは当然ですが、風通しのよい木陰

での写生は快適でした。 

「  夏木陰  画帳に釣り人  描き入

れ 」と筆を進めた画家もいて、充実

した一日でした。 

 

初夏の根津界隈 6月 5日（土） 

次回予定 

10月 22日（金） 

「秋風の高坂正法寺」 
東武東上線高坂駅 10

時集合 

（期日変更しました） 

11月 5日（金） 
「三宝寺池爽澄」 
西武池袋線石神井公
園。三宝寺池バス停前
10時集合 

（集合場所変更しました） 

11月 29日（月） 
「晩秋神宮外苑いちょ
う」青山通りの外苑通り
入口右側巨石付近 10

時集合 

梅野記念美術館見聞記   小高峯夫 

宇宙の幻想  河野みち子 


